
震災 有り 地震発生、津波を想定し訓練を行う

防
災
・
災
害
関
係
・
防
犯

災害訓練計画と対応（法定訓練、災害時の対応、緊急連絡体制）・防犯対策

訓 練 予 定 月 訓 練 種 別 立会有無 訓 練 目 的

１１月 火災 有り 夜間想定の火災想定の訓練を行う

災害想定、防犯対策（想定される災害等）

６月

安全衛生委員会 １名（毎月）

経費削減委員会 ３名（年３回）

会
議
・
委
員
会

■会議・委員会計画（法令必須、事業独自）

会議委員会名 参加予定者（人数） 会議委員会名 参加予定者（人数）

事故予防委員会 ３名（毎月） やすらぎ会議 １６名（毎月）

給食委員会 １名（毎月） 親和会会議 １名（毎月）

外
部
研
修

■職員外部研修計画（資格取得等も含む）

研修 名称 参加予定者（人数） 研修 名称

感染症に関する研修 １名

認知症に関する研修 年３回×２名

参加予定者（人数）

岡山県小規模連絡会 年３回×2～３名

倉敷市小規模連絡会 年２回×2～３名

事
業
所

基本方針 笑顔と感謝を忘れずに　共に歩み共に成長　地域との共生

年度テーマ 生き生きとした表情・笑顔を引き出す　　～勤務時間を上手に使う～　　　　

数値目標 登録者２０名の確保

基
本
運
営
計
画

■R2年度運営計画

　年度テーマを達成するための具体的な運営計画を優先順位別に記入

　・　気持ちの良い挨拶をする。言葉使いに注意し、積極的に関わりを持つ。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ご利用者様は対しては勿論、職員同士の言葉使いも職場である事を念頭におく）

　・　少しずつ業務の幅を広げ、みんなでフォローし合い、より良いやすらぎを作る。

　・　日々の生活の中で喜ばれる事は何か？「ご利用者様視点」で考え、実行し、検討していく。

　　　（ご自分で出来る事はして頂く。介護４・５の方も含め、積極的に近所の散歩。又公共施設に出掛け、地域の方と交流をする。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（「楽」ではなく「楽しい」時間をみんなで作る。）

令和２年度事業計画書
事業
所名 やすらぎの家児島駅前 作成者 立石　裕子 作成日 令和2年4月1日

 ・　生活の中で活動量を増やし、認知症予防や生活機能の維持、気分転換を図る。　　



２ 月

　

　節分会

３ 月

　外出（ひな祭りを兼ねて）

１２月

　

　クリスマス会

１ 月

　※　職員講師の勉強会　：　研修に参加して

　外出（初詣）

１０月

　福祉用具業者を招いての勉強会（ご利用者様・ご家族と共に）

　希望外出（担当職員が希望を聞き、小グループに分かれて実施）

１１月

　

　焼き芋パーティー・希望外出（担当職員が希望を聞き、小グループに分かれて実施）

８ 月

　緊急時の対応について

　なし

９ 月

研
修
計
画

内部研修計画（教育計画）※テーマを設定し確実に取り組んでください（上段）／施設行事・企画（下段）

月 度 「研修テーマ：　小規模多機能の職員としての資質を高める」

４ 月

　小規模の役割について

　花見（小グループに分かれて実施）　

５ 月

　やすらぎの様々な経費について

　希望外出（担当職員が希望を聞き、小グループに分かれて実施）

　敬老会（１日は慰問・１日は職員のかくし芸等）

６ 月

　希望外出（担当職員が希望を聞き、小グループに分かれて実施）

７ 月

　夏祭り（地域交流のひとつとして、クムレの子供達を招く）


